




















































































































































































































(I$ (l!i) (1り (13 
き な り け り
（唐物語・光行）
見 て も 猶 お も ひ ぞ ま さ る 節
のあとなか／＼つらきかたみな
りげり
（ 風 雅 集 ・ 冬 信 ・ 一
九 二 三 ）
何かせむけぶりのうち
の お も か げ の き え て む な し き 後 の お
も ひ は




（ 秋 下 抄 ）
見 て も 猶 身 を こ そ こ が せ 時 の ま も け ぶ り の う ち に 消 る お もか げ













E夫 木 和 歌
抄」がその候補にのぼるようである。すなわ
ち 、 「 夫 木 抄
j
に は
「 李 夫 人 」 の 例 歌 が 「 姐 林 愚 抄 」 の 配 列 と 完 全 に 符 合 す る か た ちで 、
三 首 掲 載 さ れ 、
しかも、
出 典 ・ 作 者 の 確 認 で き な い ② の 集 付




で あ る こ と は 、
ほ ぼ 間 述 い な い の で は な
かろうか。
次 に 、 「 陵 園 妾 」 の 例 歌 を 検 討 し て み る に 、 「 阻 林 愚 抄 』 の 注 記
のとおり、
④は「新勅憬集』の光行、
向 は 「 二 見 捕 百 首
j
の 定 家 、
⑥ は 「 新 紐 古 今 集 」 の 為 秀 の 詠 で あ る こ と を 確 認 し
う る が 、 の は









⑧ の 登 述 の 詠 も 「 三 十 六 人 歌 合 」 と 集 付 に あ る け れ ど も 、
当該歌合にはこの詠歌は収載されず、「絞詞花和歌集」に第二句以 下 を 「 さ し て か へ り し 夕 よ り あ け る め も
なく物をこそおもへ」
として戟るほ
か 、 「 今 憬 和 歌 集」 に 初 ・
ニ句を「まきの戸をさし
て……」と異阿して掲戟されている。
ち な み に 、 「 陵 園 妾 」 の 題
と例歌は、
本 間 氏 に よ れ ば 、
⑬日
容しの⑭くにつけても悲しきはさしこもりにし栖家なり






（ 実 材 母 集 ・ 一 六 九 ）
の ほ か 、
済 継 に 二 首 、








そ ら く 掲 戟 さ れ て い る




そ の ほ か の 四 首 は 固 ．
s
． ⑧ ・ い の 顧 序























(20 (23 四 切） ⑳ 
そこで次に、『夫木抄
j





























（ 顕 広 • 1 0 0 0 九 ）
「上陽人」と「楊貴妃」の例歌
このようにみてくると、






そ の ほ か の 漢 故 事 題 に 付 さ
れ た 例 歌 の 憬 集 源 は 何 で あ っ た
のであろうか。








（ 春 往 秋 来 不 記 年 ・ 同 · 1 0 0 1 ―
見る人もなきゃど
て ら す 月 影 の 心 ぽ そ く も 見 え わ た る か な
（マご
（唯句深宮望明月・同·100一三）











う と き 人 に は 見 え じ と ぞ お
も ふ
＇













ら ず あ ふ も の を そ の 契 り て し こ と は い
か に ぞ
（ 顕 広 ・ 九 九 七 三 ）
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と ど め お く 玉 の 枕 を 見 て も 粕 む か し の 野 ぺ の 忘 ら れ ぬ か な
（ 為 業 ・ 九



















（ 風 桃 李 花 開 日 秋 露 ・ 同 ・ 九
九 七 九 ）
木 の は ち る 時 に つ
けてぞ中中にわが身の秋ぞ
ま づ し ら れ け
る（
梧 桐 葉 落 時 西 南 ・ 同 ・ 九 九 八 0 )
九重の玉のみぎりもあれにけり心としげる草のうへの露
（ 宮 内 多 秋 草 旧 枕 ・ 同 ・ 九
九 八 一 ）
うちわたしひとりふすまれよなよなは枕さぴしき音をのみぞなく
（故会誰与共・同・九九八二）
ま ず 、 「 上
陽 人 」 の 例 歌 の 原 拠 資 料 を み
ると、
四 は 『 玉 莱 集
j
の 従 三 位 宜 子 、 ⑳ は 「 新 千 戟 集
j
の 籾 邦 祐 、 四 は 「 新 続 古 今 集 」
の 藤 原 為 忠 、 四 は 「 二 見 補 百 首 」 の 定 家 、
凶 • 四 は 各 々 「 為 忠 家
初 度 百 首 」 の 顕 広 （ 俊 成）
・盛忠、
姻 i 四 は 「 右 遠 集 」 の 高 遠 、
(44) 囮 ((� (41) (40 係 図 励 函
国 は 「 長 方 集 」 の 長 方 、
g は 「 二 条 太 皇 太 后 宮 大 弐 集 』 の 大 弐 、
⑳






四 ・ ⑳ i 闘 の ご と く 配 列 さ れ て い る 。
と
こ ろ で 、
こ れ ら の 七 首 は い ず れ も 私 家 集 に 収 鉗 さ れ る 詠 歌 で あ り 、
各私家集からの採歌では
ないかとも憶測される
が 、 「 高 返 集」 の
閥 の 場 合 、






「 一 門 上 陥 多 少 春 」 の 詩 句 を 掲 げ て い る 「 布 遠 集 」 か ら の 転 荻 とは け っ し て 考 え ら れ ず 、
多 少 の 託 句 の 異 阿 が 認 め ら れ る に
せよ、
「 夫 木 抄 」 に 「 束 昴 文 歌 中 」 と 記 す 注 記 を そ の ま ま 掲 載 し た と 推測されようし、
さ ら に 吟 ー 四 の 四 首 は 、 『 高 遠 集 」 で は 「 或 人 の 、
長 恨 歌 、
楽 府 の な か に 、
あ は れ な る こ と を え ら ぴ い だ し て 、
これ
か れ こ 、 ろ ば へ を 、
廿四よみておこせたりしに」の問古を有する
歌 群 に 収 載 さ れ て い る の で （ た だ
し 、









面 遠 の 例 歌
の 撰 集 源 は 「 夫 木 抄 」 と 考 え る の が も っ と も
正鵠を射ていると判断されよう。
なお、







欠 く ） の 題 の 例 歌 に な っ て い る こ と か ら 、
以 上 の 七
首 は 「 夫 木 抄
j
























































































































































閲 (5＄ (53 翻 関 (49) 個
きても見よ心なやますから人の袖ふるあとのあはれしれとや（
貞 応 元 閑 居 百 首 ・ 光 明 鋒 寺 入 道 摂 政 ・ 九 九 六 二 ）
庖 人 の た
のめし秋は過ぎぬともまつらがおきに雲なへだて
そ（
最 勝 四 天 王 院 名 所 街 隙 子 ・ 如 願 法 師 ・ 九 九 六 三 ）
立 つ 波 の つ づ み の こ ゑ を 打 ち
そ
へ て か ら 人 よ せ く お き の し
まもり




（ 同 ・ 仲 頼 ・
九九六五）
唐人はしかのをじまに舟出してなかし待つらしはたてにしな り
（ 俊 頼 ・ 九 九 六 六 ）
うれ
し さ を い か に す れ ば か か ら 人 の こ と し も 袖 を せ ば く た
つ ら ん
（忠房・九九六七）
海 原 や は か た の お き に か か り た る
庖舟にこときつぐるなり
（ 兼 昌 ・ 九 九 六 八 ）
から人の衣にかざるしらたまのしろきひかりのめづらしき
唐人
の と お り 、
い ず れ も 「 新 統 古 今 集 」 の 収 戟 歌 で 、
前 者 が 業 消 、
後
者 が 党 誉 法 親 王 の 詠 だ が 、
こ の 二 首 は 原 拠 資 料 に 連 続 し て 戟 る の
で、「新統古今集」が
こ の 場 合 の 撰 集 資 料
であるこ
と は 疑 い え な
い で あ ろ う か ら 、
最 後 に 「 庖 人 」 の 例 歌 の 撰 集 資 料 の 検 討 に 入 り
たいと思う。
そ こ で 、 「 窟 人 」 の 例 歌
を掲げると、
次 の と お り で
あ る 。




（ 已 上 同 ・ 大 進 ・ 九 九 七 0 )
ま ず 、
⑰ i 醐 の 原 拠 資 料 を 腑 べ て み る と 、 ⑬ は 「 姐 林 愚 抄 』 の








の 如 願 法 師 （ 秀 能 ） 、
個ー斡は「堀川院次
郎 百 首 」 （ 「永 久 百 首 」 ） の 各 々 神 祇 伯 顕 仲 ・ 仲 実 （ 「 題 林 愚 抄
j
は
「 仲 頻 」 と 誤 記 ）





こ の う ち 、 ⑱ は 原 拠
資 料 の 『 最 勝 四 天 王 院 御 陳 子 和 歌 」 で は 「 松 浦 山





時 点 で は 出 典 ・ 詠 歌 作 者 と も 未
確認であるなか、「夫木抄」との
み 記 専 に 一 致 を 見 る 点 で 、
こ れ ま た 「 夫 木 抄
j





か ら の 採
歌 で あ ろ う か 。
そ こ で 両 者 間 に 指 摘 さ れ る 発 同 を 検 討 し て み る と 、

















63 6り図 6I) 図図 (19) 悶
布歌0り 忍0 0 0 仲実0 0 0 歌有 は 分お
-し り tこ ， ~ ＾わのき
X ~ ろ X ぷむ △仲傷臣 9  島守 本
歌撫し ・＾光き 歌無し なり のぎし ＾ まし 文
ひ △も 作か は X X りヽ
りヽ たて 仲頓 わけ 者
の に し x
>し 人おX 名 きみ の
が し の
＜ X ま lし
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狼賓料の甚幹にして成った『為季集 に、「文明十年八月二日合」の参加者であった後土御門院・ 経・中心富・季春・親長・権大納百典侍・元長・勾当典侍・英陸·碁絹などの名前がはし くも見出されて、
F四林愚抄
l
の編者の可能性を示唆したのと同様
に、「題林愚抄」の編纂に関係があるからこそ、
逆に、
これらの
歌人の関係歌は対象外 処囮 のではなかろうか。論匠抜きのまった＜憶測の城を出ない暴論の感じがしないでもないが、「題林愚抄」に収寂をみないこれらの歌人の詠が惹起する問姐提起には、
かな
り大きな意味が担わされているように思われる。
（光華女子大学教授）
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